
51 ヨハネ 15 章 18-27 節 

※先回では「キリストの戒め、命令」というものが「イエス様がしてくださったように互いに愛し合うこと」

だと教えられていた箇所でしたね。それを実践していたら、私たちの家庭、職場、地域が祝福されることが

分かりますね。そしてそんな私たちをイエス様は「友」と呼んでくださる･･･そのためにイエス様が私たちを

選んでくださったのだ、任命してくださっているのだ…と学びましたね、嬉しくなる箇所でした。しかし、

今回の箇所では、クリスチャンが心しておかなければいけない現実についても教えて下さっています。 

1、 クリスチャンが心しておくべきこととしてイエス様が教えて下さったことを書き記しましょう（18） 

 

 

※今日の箇所には、「迫害」とか「憎む」という言葉が何回も出てきます。（18、19、20、23、24、25）など

の箇所から数えると 9 回も出ています。 

受け入れるのがむつかしいかもしれませんが、私たちの信仰生活というものは、キリストを信じることで

受ける恵みと同時に、キリストのために受ける苦しみもあるのだということを覚えておかなければなりませ

ん。そうでないと、そのような苦難にあった時、「どうしてこんなことが起こるのか」と失望落胆し、信仰か

ら離れてしまうことにもなりかねません。ですから、クリスチャン生活にはこの世から憎まれることがある

ということをイエス様はあらかじめ教えられたのです。 

・ピリピ 1:29 の御言葉を書き写しましょう。 

 

 

2、 いったいなぜクリスチャンはこの世から憎まれるのでしょうか？ 

  イエス様はここでその三つの理由を話してくださいました、それは何でしょう。 

① （19） 

  

② （20、25） 

  

③ （21,23） 

 

3、 このことについて聖書の励まし、勧め、約束の御言葉を心に刻みましょう。 

・マタイ 5:10-12 

・ピリピ 3:17-20 

・へブル 12:2-4 

 

4、 このところから神様（父、子、聖霊）はどのようなお方でしょう。 


